
書式第 12号 (法第 28条関係)

平成31年度 事 業 報 告 書

NPO法人JttK女性の活力を社会の活力に

1 事業の成果

<2019年度事業報告 >
「女性の活力を社会の活力に」というJKSKの理念に基づき、JKSK理事。会員自らが率先した行動力により進めて

いる 活動に対し、一般企業・団体・個人の方々からの温かいご支援を引き続きいただいております。

I.JISIK会員とグストの定例交流・勉強会 (ЛSKサ ロン)

JKSKサロン (昨年度後半から休上していた JKSKサロンを 11月 から再開しました。ただし、第 147回につい

ては、コロナウィルスの感染拡大により中止となっています。)

2019年 11月 第 144回 氏

2020年 1月 第 145回 氏

2020年 2月 第 146回 氏

2020年 3月 第 147回 氏 (中止)

JISKセミナー交流会の開催

2019年 7月  講師 : 氏  「非営利組織・企業の共創による未来社会～セクター・国境・

世代・組織を越えた協働のインパクト」

2020年 1月  講師 ; 氏 「私の働き方改革～仕事も人生も生活も楽しむために」

Ⅱ.JISK‐AUW(アジア女子大学)連携プロジェクト

2期 10年にわたつて行ったAUW奨学生への教育支援 (I期 につき5名 )については、現状のJKSKの事

務局体制などを考慮して第III期の奨学生5名の支援開始については、一旦凍結。今後の支援方法につい

て、AUW側と話し合いを継続中。2020年 3月 、今年度の予算からAUWへ ¥1,000,000の寄附金を送金。

Ⅲ。 こんな生き方・・・女性 1∞ 名山プロジェクト

女性の生き方ロールモデルがない…と迷っている女性たちに、素敵な生き方をしている女性たちの

エピソードをお届けします。もちろん男性にとつても、刺激的な読み物になると思います。

この 100名 山には、マスコミによくあらわれるような有名人はいません。市井でしっかりと地につい

た活動をしている方、名を成すことや成功を目的とせず、一生懸命に「仕事や使命」に身を捧げて

いる方たちの生き方の提示です。これらの記事に大いに刺激を受け取っていただきたい、というの

がプロジェクトの始まりです。

① WEBマガジン リリース

第 14号 (2019年 5月 10日 )

[No66] さん 「長寿社会の幸せのヒント 限られた人生を意識する」

[No 67] さん 「友の会創設の思い サンティアゴ巡礼の旅から友の会へ」

[No.68] さん 「字宙を身近に～日本のロケット開発にかける思い～」

事 業 報 告 用
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第 15号 (2019年 11月 6日 )

[Nα69] さん 「私の舞踊人生 74年と国際交流」

[Nα70] さん 「国際協力で活躍する人をサポート」

[No″1] さん 「意志ある寄付が社会を変える」

第 16号  (2月 28日 )

【No.721私の舞踊人生 74年と国際交流 (後編) 氏

【NO″ 3】

【M.74】

「歩むべき道は自ず と決まる」  氏

「フェイスエクササイスでいつまでも健康に」 氏

② オフ会の開催

「100名 山 執筆者を囲んで語り合おう」という読者の要請に応えて開催

第 13回 (2019420)オフ会 : さん講演会

【この回を最後に、本事業の外注先の若手冊 運営者が対応不可能となったので、当オフ会を、

グレー ドアップさせた「セミナー」を後継事業と考えることにした。またオフ会のもう一つの機

能である、若い女性たちの少人数による意見交換や相談は、後述のオンライン・フォーラム、相

談システムでカバーできるのではないかと考え、以後その方向で実施している。本来の形での運

営は、実施できる適切な運営者 (若い女性のWを持って運営している)が出てくれば、その時

点で再度考慮する。】

Ⅳ.「働く女性の相談室」及び「働く女性のフォーラム」

*相談室 :システムは整備されたので、実施に向け、さらに試行を重ね、広報 し、実際の利用を促

す。

*フォーラム実施 1回    登録準備 11月 18日 ～ 12月 1日

フォーラム期間 : 12月 4日 ～12月 17日

20名 の参加 (米国から 1名 参加)

V.「働く女性の応援講座」

2019年度から新規事業として、企業の女性管理職に対する「心身ともに健康で活躍できるための環境つくり

と心身つくり」を醸成するための「働く女性の応援講座」～ストレス耐性の環境。心身つくり～のための講座を

当 NPOの企業向けに行っていくものです。今後お申込みいただいた各企業のニーズに合わせた内容を提

供していく予定です。
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定款
さ
事

に記載
れた
業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

ウエブサイ ト
活用事業

1) 活 動 状 況 報 告
(サ ロン等 )

2)女性 100名 山プロジ
ェク ト

平 成 30

年 4月 1

日～令和

2年 3月

31日

https://

Jksk.Jp/

約 60名

(年間)

会員、寄

付者及び

一般閲覧

者

約
50,000
名 (年間 )

811

内外諸機 関等
へ の提 言 /内
外団体交流

AUl″ ―JKSK連携プ ロジェ
ク ト

平 成 31

月 4月 ～

令和 2年

3月

AUnV― JAPAN 3名
奨学生、

支援者

奨学生、
支援者 5

名

1,000

公開講座等の
実施

1)JKSK会 員とグス トの
定例交流会 (JKSKサ ロン)

8月 と 12

月を除く

第二水曜

日

日本経 営

道協会 セ

ミナー ス

ペース

御茶ノ水

約 30名

(1開

催 )

会員及び

一般参加

者

約 90名
360

公開講座等の
実施

2)JKSKセ ミナー交流会

令和 1年

7月 、令

和 2年 1

月

東京 ウィ

メンズプ

ラザ

約 30名

(1開

催)

会員及び

一般参加

者

約 50名 50

相談窓回事業 1)働く女性の相談室
平成 31

年 4月 ～

https://

Jksk.Jp/
5名

会員及び

一般参加

者

約 100名
(年間)

30

相談窓回事業
2)働 く女性のフォーラ
ム

令和 1年

11月 18

日 ～ 12

月 17日

https://

jksk.jp/
20名

会員及び

一般参加

者

20名
110

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【 2,271  1千円)

(2)その他の事業

なし

|
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書式第 13号 (法第 28条関係)

平成31年度

事 業 報 告 用

活動計算書 (そ の他事業が上登場合)

ilPo*/\ Jxsrtt+oi6, tt" oi*r r.

〔単位 :円 :

金  額 ′卜計 ・ 合

1

正会員受取会費
賛助会員受取会費

2
受取寄附金

3

4

公開講座事業収益
セミナー事業収益

5

受取利息

464,(X0
464,000

275,500
275.500

0

250,000
171,000

421:000

156

156

∞■,56

1

2

会議費
旅費交通費
委託費
謝金
減価償却費
支払寄付金

2
1

2
会議費
委託費
通信運搬費
消耗品費
旅費交通費
雑費

0

238,018
59,780

551,569
276,466
142,200

1,000,000
3,000

2.271.033

2 !71.033

0

66,636
1,488,113

32,962
69,242

0

35,893

1.602.846

1.602.846

当 期 E常 埋 減 額 A B -2.803.223

D

当  期 冑諄 1, 増 滅 | C D ・ ・ ・(2

人

-2.803.223

19.986.593

__“■■■

3.9
・ ・ ・ (1う

日 外 収 奎

r外 燿 薔

:1 1 二 1 ①+② ・ … (

,.l T 腱 ●ヽ 一

“

17_:83_37Ю



_書式第 15号 (法第 28条関係 )

平成31年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

l{P0)*,\ rxsrqe ort L+i+a*ht!

金  額 小計・ 合計

1

現金預金 16,497,222

1

2
(1) 形 固

(2)
ソフ トウェア 711,000

3 そ の の

【A】 資 産 合 計 ①十② 17.208,222

B-1
1

預 り金

2

24,852

24.852

24.852
B-2 正 の

正

正 味 産

19,986,593
-2,803,223

17.183.370

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 17,208,222

目  僣  0 )部

I前
一当

決 :ン コ : 計
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平成31年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

ⅢЮ法人JKSX女性の活力を社会の活力に

重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 N"法人会計基準協議会)に よっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当なし

(2)固定資産の減価償却の方法
定額法

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金

該当な し

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
該当なし

(5)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2.事 業別損益の状況

施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
該当なし

科 目 ウェプサイト
活用事業

内外団体
交流事業

公開講座
実施事業

事業部門計 管理部門 合計

171,000
34

250,000
118

0

0

0

421,000
152

464,000
275,500

464,000
275,500

0

421,000
156

171.034 250.118 421.152 739.504 1,160.656

0

32,962
66,636

1,488,113

35,893

0

69,242

59,

32,

304,

2,039,

276,

69,

1,000,

142,

38,

780

962

654

682

466

242
000

0

0

200

893

18,457

551,569
198,781

142,200

1,000,000

59,780

219,561

77,685

3,000

59,780
0

238,018
551,569
276,466

0

1,000,000
0

0

142,200
3,000

360.026 2.271.033 1,692,846 3,963,879911,007 1,000,000
1.000.000 360.026 2.271.033 1,692,846 3,963,879911,007

-2.803,223-739,973 -1,000,000 -109,908 -1 囲849 881

I 経常収益
1・ 受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5 その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

人件費計
(2)その他経費

旅費交通費
通信費
会議費
委託費
謝金
消耗品費
寄付金
賃借料
支払手数料
減価償却費
雑費
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額 ■■國国田2

内 容 金 額 算定方法



内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

合計

4 使途等が制約された寄附金等の内訳      該当なし
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5.固 定資産の増減内訳

借入金の増減内訳
該当なし 円 )

役員及びその近親者 との取引の内容
役員及びその近親者 との取引は以下の通 りです。

:円 )

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費の按分方法

従事時間数

その他の事業に係る資産の状況

該当なし

円

６

〉

７
・

８

）

科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

853.200 853,200 142,200 711,000

有形固定資産
車両運搬具
什器備品

無形固定資産
ソフ トウェア

投資その他の資産
敷金

合計 853,200 853,200 142,200 711,000

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

合計

科 目
計算書類に

計上 された

金額

内、役員と
の取引

内、近親者

及び支配法

人 との取引

(活動計算書 )

委託費

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

|
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書式第 17号 (法第 28条関係)

平成31年度 財産目録

事 業 報 告 用

NPO去人JKヽ 女性の言力を社会の活力に

金   籠 ′1ヽ   1+ 合  計

1

現金預金
手元現金
みずほ銀行普通預金六本木支店
普通貯金 郵使局
みずほ銀行普通預金六本木支店We基金

lま 普通預金六本木支店百名 |"

2
1

2
ソフトウェア

3 の

74,467
16,422,448

307

0

0 16,497,222

16.497.222

711,000

711,000

7:1.0(Ю

【A】 資 産 合 計 ①+② 17.208.222

B―
1

預 り金
源泉所得税

2

24,852

24.852
24.852

【B-1】 負 慎 合 計 ③+④ 24.352

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 17.183.370

【
`

国



卜=  書式第 4号 (法第 10条 第 28条関係)

31年度 年間役員名簿

31年  4 月 1 日から      令
‐
和 2年  3 月 31日 まで

NPO法人IKSK女性の活力を社会の活力に

役  名 氏   名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 森田敦子 31年4月 1日 ～

令和2年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 上田員理 31年4月 1日 ～

令和2年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 上條茉莉子 31年4月 1日 ～

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 棚澤青路
令和元年年5月 14

日～2年3月 31日
年 月 日

～ 年 月 日

理事 中井恵子 31年4月 1日 ～

令和2年3月 31日

年 月 日

年 月 日

監事 北里光司郎 31年4月 1日

令和1年9月 30日

年 月 日

年 月 日

監事 榎田智子 31年 4月 1日 ～

令和2年3月 31日



卜■

書式第4号 (法第 10条・第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

令和 2年 3月 31日 現在

NЮ法人JKSK女性 の 力を社会の活力に

氏   名 住 所 又 は 居 所

1
木全 ミツ

2 森田 敦子

3
上田 員理

4 中井 恵子

5
迫 秀―郎

6 棚澤 青路

7 榎田 智子

8
吉田 穂波

9 藤原 恵美

10
畠山 舞

11
田中 悦子

12 吉田 浩二

聾車≒


